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0. チャンタ語について 
チャンタ語（!aɳtʼa）は、チャンタ民主戦線共和国（ʘoʘo goʈaʈ͡ ʂaŋ d͡ʒaɳe!a !aɳtʼa）の公用語であ
る。 
 
１：チャンタには大量の諸島が存在しており、大量の体制が乱立していたが 
２：体の一部を欠損させる、欠損の文化が存在する。貴族層と欠損と名前・ホンチェガ拳法 
３：その他記述したいこと 
 
首都星：海洋惑星チャンタ 
母　星：海洋惑星チャンタ 
首　都：チョマドゥ（!oma↓ɖu） 
国　旗： 
国民義務： 
 

 
 
宗　教：ホンチェガ信仰（o↓ɳ!ega） 
政　体：立憲君主制段階的共和体制 
公用語：チャンタ語 
所　属：無所属（永世中立国ならぬ永世自律国を自称） 
 



 

1. 音韻 
子音： 
破裂音：p, b, k, g 
反舌音：ʈ, ɖ, ɳ​  
摩擦音：t͡ ʃ, d͡ʒ, ʈ͡ ʂ, ɖ͡ʐ 
鼻音：n, m, ŋ 
硬口蓋鼻音：ñ, m̃ 
放出音：pʼ(ʔ), tʼ(ʔ), kʼ(ʔ), qʼ(ʔ) 
内破音：p ̚, t ̚, k ̚ 
吸着音：ʘ, ǃ 
身振音：×（拍手）、*（手首を叩く）、#（二の腕を叩く） 
NW化子音：ᵐbʷ, ⁿdʷ, ᶯɖʷ, ᵑɡʷ, ᵐpʷ, ⁿtʷ, ᶯʈʷ, ᵑkʷ 
N?Y化子音：ᵐb͈ˠᶣ, ⁿd͈ˠᶣ, ᶯɖ͈ˠᶣ, ᵑɡ͈ˠᶣ, ᵐpˠᶣ, ⁿtˠᶣ, ᶯʈˠᶣ, ᵑkˠᶣ 
 
母音： 
呼気母音：直前の子音を有気化する 
ʰa, ʰe, ʰo, ʰi, ʰu 
通常母音：通常の母音 
a, e, o, i, u 
吸気母音：呼気で発声する母音 
a↓, e↓, i↓, o↓, u↓ 
きしみ母音：ひつじの鳴き声のように発音する 
a̰, ḭ, ṵ, ḛ, o̰ 
成節子音：母音の役割をする子音 
m̩, l̩, r̩ 
 
長音： 
ː 
 
声調：呼気母音に声調は付かない。 
˥　高 
˧˥　中→高 
˩　低 

1.1. 音韻変化 
●​ 呼気母音は前に来る有声子音を無声化する。 

 
 



 

2. 形態論・統語論 

2.1. 統語論的語尾 
一致の仕方によって統語的意味を表す。 
 

チャンタ民主戦線共和国（ʘoʘo goʈaʈ͡ ʂaŋ d͡ʒaɳe!a !aɳtʼa） 
 
共和国（ʘoʘ） 
戦線（goʈaʈ͡ ʂ） 
民主（d͡ʒaɳe!） 
国民（ʘatʼ） 
チャンタ（!aɳtʼ） 
ホンチェガ信仰（o↓ɳ!ega↓） 
チョマドゥ（!oma↓ɖu） 
戦、闘争（gʰobr̩ː） 
詩、歌（qʼʔl̩t ̚ʈ） 
まっとうに、正当に（kʼa*d͡ʒm） 
信仰（a↓!ep ̚qʼʔo） 
 

-o、-u、-a↓、-a（稀） 名詞語尾 

-a 修飾詞語尾（NA） 

-i 動詞語尾 

-e 機能語語尾 

-ŋ 複数の修飾詞を名詞・動詞に修飾させる 

 
gʰobr̩ːi d͡ʒaɳe!a　民主的に戦う 
gʰobr̩ːi d͡ʒaɳe!aŋ kʼa*d͡ʒma　正当に民主的に戦う 
gʰobr̩ːo d͡ʒaɳe!aŋ kʼa*d͡ʒma　正当で民主的な戦い 
 

動詞・名詞付随語尾 

 名詞 動詞 

-ŋ 位置、道具、状況 第三者 

-tʼ 自然としての、所為 聞き手 

-! 関係的な、関わり 話し手 

-a 複数語尾 

-ti˧˥ 無時間的・非現実的（単独的） 



 

-ti↓ 有時間的・現実的（関係的） 

-ti 超越的 

 
名詞の-ŋは自発性、-tʼは外部から与えられた感じ（フランクフルト学派的「自然」）になる。 
無時間的で現実的なものとは公式的なものであり、有時間的で現実的なものとは実数式的なも

のである。公式は実存せず（表記などで実存しているように見えるが、それはインクや文字の形

の実存であり、真に実存とは言えない）、数が入った時点で実存であると見なせる。もっと簡単に

言えば、1.19は実在できるが、X.NVは実在できないということである。チャンタ語ではこれを時制
のように扱う。 
 
gʰobr̩ːiŋa　彼らは戦う 
gʰobr̩ːiŋa kʼa*d͡ʒmat’　彼らは真面目に戦わさる。 
gʰobr̩ːiŋa !aɳtʼaŋ　彼らはチャンタで自ら戦う。 
 
gʰobr̩ːiŋati˧˥ kʼa*d͡ʒmat’　彼らは真面目に戦わされた/戦うだろう。 
gʰobr̩ːiŋati˧˥ !aɳtʼaŋ　彼らはチャンタで自ら戦った/戦うだろう。 
 
単独的であるとは実践的には過去や未来のようなものであるが、これらは非時間的であるので

非現実的であり、現在に関して起こったのかどうかに関しても保障を持たない。 
 
gʰobr̩ːiŋati↓ kʼa*d͡ʒmat’　彼らは真面目に戦わされる。 
gʰobr̩ːiŋati↓ !aɳtʼaŋ　彼らはチャンタで自ら戦う。 
 
関係的なものは現時点、常に現実的な態を表す。 
 
ŋr̩：p ̚ 
作る、制作 
ɖ͡ʐet'ʔ 
言語、話す 
 
ŋr̩：p ̚i!ti↓ kʼa*d͡ʒmo! ɖ͡ʐetʼʔaŋ ʘoʘa-ŋ !aɳtʼa...... 
私は真っ当にチャンタ共和国の言語を作ってるんだけどなあ…… 
ンルーップイチッティ　クッアジュモチッ　ジェトッアン　ムッオムッアン　チャントッア 
 
接頭辞がいくらかある。 
 

o- 否定 

  

  

  

 



 

3. 名前 
民族名　氏族　名字　父親の名前　名前　欠損部位 
namu ŋapʼa↓ !a*e umak'o ɖ͡ʐaɖʰano t'aʘ!o 

4. 数詞 
 

５進数の基数詞 

1 pa! 

2 ba! 

3 ɳu↓t 

4 tʰat 

5 ᵐbʷat' 

  

10 a̰ᵐb͈ˠᶣ 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

5. 接続詞 
 

ⁿdʷe (語頭ではⁿdʷe ⁿdʷe)（順接、並列） ɖ͡ʐet'ʔi!ti˧˥ ⁿdʷe br̩ti!ti˧˥. 
「我々は伝え、集めた」 
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